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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ボ
デ
ィ
レ
ン
タ
ル

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
８
７
７
Ａ

【
作
者
名
】

　
愁
焔
 

飛
翠

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
小
説
の
展
開
を
見
て
、
あ
ら
す
じ
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

俺
が
、
自
分
じ
ゃ
無
く
な
っ
た
の
は
何
時
だ
ろ
う
か
・
・
・
・
。

全
て
は
あ
の
日
。

近
く
の
街
に
遊
び
に
行
っ
た
帰
り
道
だ
っ
た
。

「
お
い
！
そ
こ
の
奴
！
」

と
突
然
呼
び
止
め
ら
れ
た
。

「
俺
か
？
」

と
自
分
を
指
差
し
た
。

「
そ
う
だ
。
ち
ょ
っ
と
い
い
か
？
」

「
あ
ぁ
、
い
い
け
ど
・
・
・
。
」

「
ち
ょ
っ
と
、
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
が
・
・
・
い
い
か
？
」

「
い
い
ぜ
。
」

「
ち
ょ
っ
と
来
て
く
れ
。
」

と
言
っ
て
男
は
歩
き
出
し
た
。

黒
の
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
と
縦
ス
ト
ラ
イ
プ
の
ズ
ボ
ン
を
履
く
俺
と
黄
色
の
半
袖
の

シ
ャ
ツ
の
袖
を
肩
ま
で
め
く
り
上
げ
た
男
。

ま
る
で
、
兄
弟
の
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

「
行
こ
う
ぜ
。
」

「
あ
ぁ
。
」
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空
が
水
色
か
ら
あ
か
ね
色
ま
で
、
綺
麗
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

忍
び
寄
る
夏
の
闇
と
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
交
じ
り
あ
い
、
い
い
具
合
い
な
黒
さ

を
出
し
て
い
た
。

「
名
前
、
何
て
い
う
ん
だ
？
」

と
俺
は
聞
い
た
。

「
俺
か
？
俺
は
水
野
 

武
之
。
高
１
だ
。
っ
て
か
お
前
は
？
」

「
俺
は
桜
井
 

卓
哉
。
高
２
だ
。
」

「
先
輩
か
・
・
・
。
二
吹
高
？
」

「
そ
う
。
二
吹
高
校
。
」

「
何
だ
、
お
な
高
か
。
」

と
武
之
を
先
頭
に
後
を
つ
い
て
い
く
よ
う
に
俺
は
歩
い
た
。
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「
お
前
、
い
い
体
つ
き
だ
な
。
」

と
言
っ
た
。

「
そ
り
ゃ
、
毎
日
筋
ト
レ
や
っ
て
る
か
ら
な
。
」

「
な
ぁ
、
俺
は
一
応
先
輩
だ
か
ら
、
敬
語
ぐ
ら
い
使
え
よ
。
」

「
あ
っ
、
す
い
ま
せ
ん
。
」

暫
く
歩
い
た
。

人
気
の
な
い
、
山
中
に
来
た
。

「
な
ぁ
、
頼
み
っ
て
何
だ
よ
。
」

と
俺
は
武
之
に
尋
ね
た
。

「
卓
哉
、
お
前
の
肉
体
を
貸
し
て
く
れ
。
」

「
は
ぁ
？
何
言
っ
て
ん
だ
？
」

「
お
前
の
肉
体
は
さ
ぞ
入
り
心
地
が
良
い
だ
ろ
う
。
お
前
は
俺
の
体
に
な
る
ん

だ
。
」

「
は
は
は
。
や
っ
て
み
ろ
よ
。
」

俺
は
、
右
腕
に
違
和
感
を
感
じ
た
。
・
・
・
・
・
シ
ュ
ッ
！
！
！

傷
口
か
ら
新
鮮
な
赤
の
血
が
流
れ
た
。

「
ふ
は
は
、
俺
の
全
て
の
細
胞
が
、
お
前
の
感
覚
に
成
り
た
く
疼
い
て
る
ぞ
。
」

武
之
の
手
が
破
け
て
、
細
い
紐
が
出
て
来
た
。

何
千
に
も
な
る
武
之
の
手
を
作
っ
て
い
た
紐
が
俺
の
傷
口
に
刺
さ
り
手
に
向
か

い
入
り
込
ん
で
き
た
。
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何
千
も
な
る
紐
は
俺
の
筋
肉
の
繊
維
に
交
ざ
っ
た
。

・
・
・
ボ
コ
ボ
コ
ボ
コ

も
う
武
之
に
は
左
腕
が
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
の
左
腕
は
俺
の
右
腕
に
な
っ
た
か
ら
。

「
案
ず
る
な
。
全
て
お
前
の
ま
ま
だ
。
声
も
記
憶
も
全
て
な
。
」

「
ぐ
わ
ぁ
・
・
・
。
は
ぁ
は
ぁ
。
」

「
俺
は
、
お
前
と
精
神
融
合
す
る
ん
だ
。
だ
か
ら
有
り
難
く
思
い
な
。
俺
の
こ

の
能
力
が
お
前
も
使
え
る
ん
だ
ぜ
。
性
行
為
よ
り
快
楽
だ
ぜ
。
」

「
俺
は
・
・
・
・
・
。
」

「
痛
い
か
ぁ
？
そ
り
ゃ
痛
い
だ
ろ
う
な
。
ハ
ハ
ハ
、
そ
れ
じ
ゃ
、
和
ら
げ
て
や

る
よ
。
」

武
之
は
飛
ん
だ
。
そ
し
て
何
十
万
も
あ
る
紐
は
一
気
に
俺
の
傷
口
に
入
っ
て
行

っ
た
。

「
ぐ
わ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
」

と
叫
ん
で
倒
れ
た
。
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「
・
・
・
は
は
は
は
は
は
。
い
い
ぞ
。
気
に
入
っ
た
ぞ
。
」

武
之
は
俺
の
手
を
広
げ
た
。

指
先
が
割
れ
、
あ
の
武
之
の
紐
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
た
。

「
さ
、
卓
哉
に
変
わ
る
か
。
」

武
之
は
目
を
閉
じ
た
。

「
・
・
・
ん
っ
・
・
。
」

俺
は
目
を
開
け
る
。

身
体
の
い
た
る
所
が
軋
ん
で
い
る
。

・
・
・
ピ
キ
ッ

俺
の
腕
に
亀
裂
が
入
っ
た
。

腕
の
皮
が
割
れ
大
量
の
紐
が
出
て
来
た
。
そ
し
て
、
紐
は
人
型
を
作
っ
た
。

あ
の
、
武
之
の
顔
を
。

「
ど
う
し
た
？
そ
ん
な
驚
い
た
顔
を
し
て
？
」

「
お
前
は
誰
な
ん
だ
よ
。
」

「
俺
は
人
間
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
寄
生
虫
だ
。
は
は
は
。
俺
は
な
、
生
き
る
為
に
武

之
に
寄
生
し
た
の
さ
。
お
前
と
同
じ
や
り
方
で
な
。
」

「
・
・
・
消
え
ろ
貴
様
！
」
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「
案
ず
る
な
。
俺
は
直
に
消
え
る
さ
。
お
前
の
精
神
と
合
体
し
た
ら
な
。
」

「
・
・
・
・
ぐ
っ
。
」

「
離
れ
ろ
っ
た
て
、
乗
り
移
っ
た
ん
じ
ゃ
な
く
融
合
し
た
ん
だ
か
ら
無
理
だ
ぞ
。

」「
感
じ
る
だ
ろ
？
お
前
の
肉
体
が
獲
物
を
欲
し
が
っ
て
る
の
を
。
俺
が
、
お
前

の
額
に
触
手
を
刺
す
と
完
成
な
ん
だ
よ
。
お
前
の
精
神
と
俺
の
精
神
が
合
体
し

て
な
。
」

次
の
瞬
間
、
触
手
を
額
に
刺
し
た
。
一
気
に
武
之
、
い
や
寄
生
虫
の
感
情
が
流

れ
て
き
た
。

「
う
わ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
」

俺
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
た
。

「
・
・
・
ボ
デ
ィ
レ
ン
タ
ル
契
約
完
了
・
・
・
。
」

小
さ
く
呟
い
た
。

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
黒
と
赤
に
な
り
、
木
が
赤
く
染
ま
る
。

烏
が
カ
ァ
カ
ァ
鳴
い
て
い
る
。

山
の
丘
に
は
両
手
を
腰
に
当
て
、

回
り
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
妖
し
い
微
笑
み
を
す
る
卓
哉
の
姿
し
か
な
か
っ
た
。
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俺
は
帰
路
に
着
い
た
。

風
が
俺
を
包
み
込
む
。

暖
か
い
風
が
腕
を
包
み
込
み
、
身
体
を
駆
け
巡
る
。

ま
る
で
裸
で
い
る
気
分
だ
。

「
お
ー
い
、
卓
哉
！
」

「
な
ん
だ
諒
か
。
何
だ
？
」

「
っ
て
か
卓
哉
、
お
前
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
似
合
う
な
。
や
っ
ぱ
り
、
タ
ン
ク
ト
ッ

プ
を
着
こ
な
す
に
は
お
前
ほ
ど
の
身
体
に
な
ら
な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
な
ぁ
～
。

い
や
ー
、
ホ
ン
ト
か
っ
こ
い
い
な
ー
。
」

「
諒
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
あ
る
じ
ゃ
ん
。
自
分
の
身
体
を
生
か
し
た
洋
服

に
し
な
き
ゃ
な
。
」

「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
な
。
」

「
じ
ゃ
あ
、
俺
は
帰
る
。
」

「
お
う
！
明
日
学
校
で
な
。
」

「
こ
い
つ
、
皆
か
ら
の
信
頼
が
厚
い
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
寄
生
で
き
る
。
楽
し
み

だ
な
。
」
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し
ば
ら
く
し
て
家
に
着
い
た
。

い
つ
も
の
筋
ト
レ
を
終
え
た
男
ら
し
い
汗
と
そ
れ
を
拭
う
タ
オ
ル
を
首
か
ら
か

け
た
俺
自
信
に
惚
れ
た
。

風
呂
に
入
り
、
改
め
て
卓
哉
の
身
体
を
見
た
。

腹
筋
と
い
い
、
二
の
腕
と
い
い
、
足
と
い
い
、
細
長
く
、
い
い
具
合
い
に
筋
肉

が
つ
い
て
い
た
。

自
分
の
胸
に
指
を
当
て
る
。

指
か
ら
出
た
無
数
の
紐
が
腹
部
を
な
ぞ
り
る
。

性
行
為
に
似
た
快
楽
が
襲
っ
た
。

「
は
ぁ
ぁ
・
・
・
う
わ
ぁ
あ
。
」

と
声
を
漏
ら
す
。

風
呂
か
ら
上
が
り
、
寝
床
に
つ
い
た
。
布
団
の
中
で
奇
妙
な
感
じ
が
し
た
。

・
・
・
俺
の
身
体
が
次
の
獲
物
を
求
め
て
い
る
。
女
に
移
し
て
欲
し
い
と
寄
生

虫
が
疼
い
て
い
る
。

そ
の
時
、
目
に
一
人
の
女
が
写
っ
た
。
優
し
く
、
人
気
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
は

出
来
な
い
が
、
女
ら
し
い
一
人
の
女
。

「
よ
ぉ
し
。
決
め
た
。
次
は
お
前
の
身
体
を
借
り
る
ぞ
。
」

ニ
ヤ
リ
と
笑
い
、
寝
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ボディレンタル
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